
ＷＡＳＨＩＮの吊足場ブラケット

橋梁工事の仮設足場材

実用新案登録 第３１６３９４１号ＮＥＴＩＳ登録 ＱＳ－１２００２９－Ａ



ＷＡＳＨＩＮの吊足場ブラケット

ポイント １． レンタルご利用で経済的。※転用回数によりご購入の方が良い場合もあります。

ポイント ２． ワンタッチ施工！！足場を楽々設置。

ポイント ３． ブラケットＯＮＥ（ワン）設置時の重機不要。

ポイント ４． 従来式（吊りチェーン）に比べ揺れがなく作業者の安全・作業効率アップ。

ポイント ５． 本体強度は、吊りチェーンの４．２７倍。※データをもとに当社強度計算による。
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※別途専用収納ラックございます。



ＷＡＳＨＩＮの吊足場ブラケット

施工手順 　・ネットの重ね代は20㎝以上を確保し、隙間ができ

1.ブラケットONEの取付 　　ないように注意して設置する。

　・桁架設前に桁側面の埋込みインサートに

　　ブラケットONEを取付け、桁と平行になるように 7.朝顔の設置

　　引上げて取付ける。桁架設中にブラケットONE 　・地覆外側に約1mの間隔をあけ、建地に布単管を

　  が下向きにならないように適度に締付ける。 　　90㎝間隔で取付、落下防止ネットを設置する。

　・桁架設前に落下防止用の親綱を設置する。 　・ころばし単管先端部を必ずチェーン等で吊って作業して

　　下さい。

　・やらず単管は、180㎝間隔で設置する。

　・落下物防止を完全に行う場合は、合板を隙間なく張り

　　桟木等で押え、金具・やらず等で隙間ができる場合は

　　合板を加工し隙間を塞ぐ。

注意事項
ご使用前に、必ず製品に異常のないことを確認

してください。万一、異常がある時は絶対に使用

しないでください。

用途以外の使い方をしないでください。

2.ブラケットONEの吊下げ

　・ブラケットONEを桁下方向に回転させ吊下げる。 持ち運ぶ時は、引きずったり、投げたりなど

乱暴に扱わないでください。

3.ころばし材の設置

　・ころばし単管は地上で繫ぎ、桁上からロープで 製品には、右用・左用があります。

　　吊下げてブラケットONEに乗せる。 図面等で確認の上、ご使用ください。

　・ころばし単管の間隔は600㎜とする。

　・作業は２名以上で行い、声掛け合図をする。 風対策を行う場合は、単管などによる吹き上

防止措置を講じて下さい。

4.おやごの設置

　・桁側面・桁間から作業員に渡し、ころばし単管の 金具のボルトの締めすぎは、安全性　作業性に

　 上に配置し、ころばし単管とおやご単管を番線、 支障をきたすので注意してください。

 　クランプ等で緊結する。

製品の上に、他の重量物を置かないでください。

5.足場板の設置

　・足場板は桁上から作業員に渡し、ころばし単管の 作業する時は、必ず安全帯を使用してください。

　　上に２枚以上配置する。作業床は40㎝以上確保

　　する。

　・足場板は３点以上で支持し重ねる時は支点上で

　　重ね、重ね代は20㎝以上とする。

6.落下防止ネット設置

山形鋼引張強度試験
試験結果

単管引き抜け引張強度試験

　・ネットの一辺をころばし単管に緊結し、ネットの

　　弛み過ぎや隙間がないように緊結する。
㈱九州テクノリサーチにて



ＷＡＳＨＩＮの吊足場ブラケット

当社営業マンがお客様から、現場状

況や工法、ご要望をお伺いします。

ご相談をいただいてから足場計画のご案内をします。

〒838-0823 福岡県朝倉郡筑前町山隈1279-1

電話 0946-23-0711 FAX 0946-23-0716

E-Mail otoiawase@washin-kogyo.co.jp

総合サイト URL htt // hi k j

和新工業株式会社

当社技術グループが、お打ち合わせ

資料をもとに足場計画図を作成します。

総合サイト：URL http://www.washin-kogyo.co.jp 

型枠専門サイト：URL http://www.washin-katawaku.net


